
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
明
る
い
出
口
が
見
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
今
年
度
。

本
会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

甲
南
大
学 

父
母
の
会
総
会

令和
４年度

令
和
４
年
度
甲
南
大
学
父
母
の
会

総
会
が
、５
月
21
日
、５
号
館
１
階

5
1
1
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。議
事
に
先
立
ち
ご
挨
拶
い
た

だ
い
た
、清
水
弓
彦
会
長
、中
井
伊

都
子
学
長
、長
坂
悦
敬
理
事
長
、

ま
た
、令
和
４
年
度
新
会
長
に
就

任
し
た
、湯
浅
弘
氏
の
ご
挨
拶
を

紹
介
し
ま
す
。

父
母
の
会
よ
り
２
点
、ご
報
告
し

ま
す
。ま
ず
、今
年
２
月
、金
甲
賞
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。団
体
と

し
て
は
女
子
陸
上
競
技
部
を
、個
人

と
し
て
は
フ
ィ
ギ
ュア
ス
ケ
ー
ト
部
の

三
原
舞
依
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
年
３
月
に
は
卒
業
式
が
、

４
月
に
は
入
学
式
が
３
年
ぶ
り
に

講
堂
で
揃
って
対
面
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
こ
と
も
ご
報
告
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
よ
り
猛
威
を
ふ
るっ

て
い
る
コロ
ナ
で
す
が
、今
年
は
会
長

と
し
て
13
回
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
れ
で
も
例
年
の
半
分
ほ

ど
で
す
。今
年
度
か
ら
は
す
べ
て
の

行
事
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

。人
物
教
育
率
先
を
掲
げ
、2
0

1
9
年
に
1
0
0
周
年
を
迎
え
た

甲
南
学
園
の
も
と
、甲
南
大
学
は
昨

年
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。知
識

を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、人
物

を
磨
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
教
育

の
役
割
で
あ
る
と
の
信
念
で
甲
南

学
園
を
創
設
し
た
平
生
釟
三
郎
先

生
の
思
い
は
不
変
の
主
軸
で
あ
り
、

コロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
対
面
授
業
を

重
視
す
る
方
針
に
も
つ
な
が
って
い

ま
す
。し
か
し
、基
幹
科
目
ほ
ど
履

修
者
が
多
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
情
も
あ
り
、

心
配
の
声
も
伺
って
い
ま
す
。本
学

に
は
指
導
主
任
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
心
配
の
あ
る
場
合
は
ぜ
ひ

学
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、本
学
で
は
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、文
理
融
合
コ
ー
ス

や
、全
学
生
対
象
の
A
I
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
等
、多
彩
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
し
て
い
ま
す
。加

え
て
、社
会
連
携
機
構
を
設
置
し

た
ほ
か
、大
学
院
の
充
実
化
も
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
人

物
教
育
を
実
践
し
、時
代
の
要
請

に
あ
う
学
生
を
育
て
る「
人
物
教

育
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」を
充
実
さ
せ

る
取
り
組
み
で
す
。専
門
教
育
、共

通
教
育
、課
外
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
正
課
外
教
育
か
ら
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
び
、社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
る
、柔
軟
な
人
物
を
育
て
て
い

き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
甲
南
大
学
の

教
育
の
進
化
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

甲
南
大
学
で
は
、平
生
釟
三
郎

先
生
の「
正
志
く
、強
く
、朗
ら
か

に
生
き
よ
う
」と
の
教
え
を
学
生

諸
君
に
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、こ
の
不
確

実
性
の
時
代
に
お
い
て
も
、自
立
し

て
社
会
に
出
て
いっ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
西
８
私
大
で
ず
っ
と
１
位
だ
っ

た
実
就
職
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、コロ

ナ
前
は
約
93
％
で
し
た
が
、昨
年
度

は
86・7
％
に
低
下
。今
年
は
約
91
％

ま
で
回
復
し
、ま
た
関
西
８
私
大
で

１
位
と
な
り
ま
し
た
。学
生
諸
君
の

努
力
、ご
父
母
の
皆
様
の
支
え
、そ
し

て
今
の
時
代
に
あ
う
キ
ャ
リ
ア
指
導

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
大
変
活
躍

を
さ
れ
て
い
ま
す
。甲
南
大
学
の
卒

業
生
で
、社
長
業
を
さ
れ
て
い
る
方

は
約
2
6
0
0
名
。全
国
の
大
学

で
20
位
で
す
。大
阪
商
工
会
議
所

の
会
頭
の
鳥
居
信
吾
様
、東
芝
社

長
の
島
田
太
郎
様
も
甲
南
大
学
の

出
身
で
、10
万
人
の
卒
業
生
の
う
ち

1
0
0
人
に
３
人
が
社
長
に
な
って

い
る
大
学
で
す
。こ
れ
は
ま
さ
に
人

物
教
育
を
徹
底
し
て
き
た
ひ
と
つ

の
証
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。

人
間
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

正
課
外
教
育
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
制
限
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
制
限
解
除
を
し
て
き
て
い

ま
す
。学
生
諸
君
に
は
ぜ
ひ
キ
ャ
ン

パ
ス
に
来
て
、い
ろ
ん
な
人
と
接
し
、

体
感
す
る
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。体
感
す
る
力
は
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
だ
け
で
は
、と
て
も
身

に
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人

と
接
し
、会
話
を
し
て
場
の
力
を
浴

び
る
こ
と
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。そ
れ
こ
そ
が
甲
南
大
学

が
め
ざ
し
て
い
る
、場
の
力
に
よ
る

人
物
教
育
で
す
。甲
南
大
学
は
、場

の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
懸
命
に

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
、甲
南
大
学
父
母
の
会・

会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、湯
浅
で
ご

ざ
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
、副
会
長
の

立
場
と
し
て
、父
母
の
会
の
活
動
に

最
大
限
積
極
的
に
参
加
し
て
参
り

ま
し
た
。活
動
2
年
目
以
降
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡

大
に
よ
って
本
会
の
諸
活
動
に
お
い

て
も
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、各

種
イ
ベン
ト
等
も
縮
小
し
た
形
で
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、私
自
身
も

本
会
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、い
ろ

い
ろ
勉
強
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
し
、ま
た
良
い
面・悪
い
面
で
の

様
々
な
気
付
き
等
も
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
影
響
は
続
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、こ
の
短
い
1
年
の
間
で
会
長

職
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
自
ず
と

限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

従
い
、こ
れ
ま
で
得
た
気
付
き
等

を
踏
ま
え
、自
分
な
り
の
本
来
の
甲

南
大
学
父
母
の
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
目
指
し
、優
先
順
位
を
付
け
て

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
速
や
か
に
改

善
す
る
と
と
も
に
、良
い
面
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
延
ば
し
つつ
、と
き
に
は

厳
し
く
と
き
に
は
寛
大
に
、メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
な
が
ら
本
会
の
活
動
を

よ
り一層
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

以
上
、1
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
は
あ
り
ま
す
が
、会
長
と
し
て
可

能
な
限
り
精一杯
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
す
の
で
、こ
れ
ま
で
以
上
の

皆
様
方
の
厚
い
ご
支
援・ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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父
母
の
会
・
会
長 

清
水
弓
彦

学
長 

　中
井
伊
都
子

新
会
長 

湯
浅

　弘

理
事
長 

　長
坂
悦
敬

日　時
場　所
入　場
定　員

ソプラノ
 （蝶々夫人）（トスカ）

メゾ・ソプラノ
 （カルメン）

トランペット 
（カルメンより花の歌）

ヴァイオリンソロ

守山　俊吾 （シンフォニア・アルシスOSAKA首席指揮者）
（ブルガリア国立ソフィア・フィル常任客演指揮者（2006～2016））

西側　真理子

杉林　貴子

西谷　良彦 

菊本　恭子

シンフォニア・アルシスOSAKA

★軽騎兵序曲　「ペルシャの市場」（ケテルヒー）
★オペラの中のヒロイン　「カルメン」より　前奏曲　「ハバネラ」

「セギディーリャ」  「花の歌」（トランペット）
★プッチーニの世界の中のヒロイン　蝶々夫人「ある晴れた日に」

トスカ 「歌に生き、愛に生き」 
★バレエ音楽　チャイコフスキー三大バレエ「眠れる森の美女」よりワルツ
★ウクライナの名曲　Ｍ.スコリク作曲  「Melody」　ほか

2022年12月8日（木）  14：00開演（13：30開場）
甲南大学 甲友会館大ホール
無料  要予約 （申込方法は下記をご覧下さい）

90名 (感染対策の為、参加人数を制限しております）  

演　奏

指　揮

甲南大学父母の会主催

テーマ：「平和を願って」
ジョイフル名曲コンサート

往復はがきの 往部 に①申込者氏名 ②参加人数（はがき1枚につき2名様まで）③お子様の氏名 
④学籍番号 ⑤ご連絡先電話番号 復部  宛名面に返信先（申込者）の住所・氏名をご記入の
上、下記宛にお送り下さい。

〒658-8501　神戸市東灘区岡本8-9-1　甲南大学父母の会事務局
［締　切］　11月19日（土） ※定員になり次第締め切らせて頂きます。
［問合せ］　甲南大学父母の会事務局　TEL　078-435-2610　火、水、木（9：00～17：00）

摂津祭

イベント内容は順次、摂津祭の公式Twitter、公式Instagram、ホームページ等でお知らせいたします。

甲南大学 摂津祭実行委員会
@settsusai_konan

甲南大学 摂津祭実行委員会
@konan.settsusai58

https://www.
settsusai58.com/

【公式Twitter】 【公式Instagram】 【公式ホームページ】

ご来場いただく皆様には甲南大学及び摂津祭実行委員会が定める感染症対策にご協
力いただきます。ご協力いただけない場合は退場をお願いすることがございますので、あら
かじめご了承くださいますようお願いいたします。また、急遽、摂津祭の内容変更及び中止
を行う場合がございます。ご来場の際は、事前に公式Twitter等をご確認ください。

ご来場者へのお願い
●キャンパス内ではマスクを正しく着用してください。
●飲食時等、マスクを外す際の会話はお控えください。
●発熱等の症状がある方、体調がすぐれない方はご入場いただくことができません。
●キャンパス内が混雑している場合、一時的に入場制限を行うことがあります。

新型コロナウイルス感染症対策について

第58回

出演者

開催日：

場　所：

イベント内容：

2022年11月4日（金）～6日（日）
甲南大学  岡本キャンパス

※新型コロナウイルス感染症拡
大状況により中止になる場合
がございます。ご了承下さい。

※プログラムの内容は変更になる場合がございます。

《　　　　》

♫ プログラム ♫

　関西フィルハーモニー管弦楽団により、旧制甲南高校
に学んだ音楽家、貴志康一の「仏陀」が演奏されます。
この度、ご厚意によりチケットを１割引きで販売頂けること
になりました。
　交響曲「仏陀」は貴志康一の代表作。1934年に貴志
自身が指揮するベルリン・フィルハーモニー管弦楽団に
よって初演されました。美しく聴きやすいメロディで名作の
呼び声高い「仏陀」ですが、プロのオーケストラの定期演
奏会で取りあげられることは極めて珍しく、今回は大変
貴重な機会です。ぜひお運び下さい。

「関西フィルハーモニー管弦楽団 第332回定期演奏会」
日 時：2022年10月28日（金） 19時開演
会場：ザ・シンフォニーホール　指揮：藤岡幸夫

割引チケットの購入方法
関西フィルハーモニー管弦楽団に電話してお求め下さい。

「甲南学園 貴志康一記念室の紹介です」とお伝え頂くと、座席や
チケット代の支払い方法についてのご説明があります。（支払い
手数料はご負担下さい）
TEL：０６－６１１５－９９１１

（平日：10～17時・土曜：10～16時・日祝：お休み）
※チケットぴあ等で購入すると割引はございませんのでご注意下さい。

関西フィルハーモニー管弦楽団 第332回定期演奏会



科　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差　　　　異

科　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差　　　　異

自　令和３年4月 1 日
至　令和４年3月31日

業 務 委 託 費 支 出
補 助 費 支 出
貸 付 金 支 出
課 外 活 動 表 彰 助 成 金
課 外 活 動 傷 害 見 舞 金 支 出
災 害 弔 慰 金 支 出
講 演 会 開 催 費
広 報 費 支 出
旅 費 交 通 費 支 出
会 議 会 合 費 支 出
事 務 費 支 出
図 書 資 料 拡 充 援 助 費 支 出
施 設 関 係 費 支 出
設 備 関 係 費 支 出
支 払 修 繕 費 支 出
業 者 委 託 費 支 出
雑 費 支 出
施設拡充援助引当金への繰入支出
奨 学 金 勘 定 へ の 繰 入 支 出
臨 時 費 用 積 立 金 へ の 繰 入 支 出
そ の 他 学 生 支 援 費
予 備 費

（ 本 年 度 支 出 合 計 ）
次 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

10,430,000
51,486,000

6,096,270

68,012,270
129,850,045
197,862,315

10,430,000
50,496,000

1,172,174

62,098,174
129,850,045
191,948,219

0
990,000

4,924,096

5,914,096
0

5,914,096

入 会 金 収 入
会 費 収 入

そ の 他 の 収 入

（ 本 年 度 収 入 合 計 ）
前 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

科　　　　　目 本年度予算額 前年度決算額 差　　　　異
入 会 金 収 入
会 費 収 入

そ の 他 の 収 入

（ 本 年 度 収 入 合 計 ）
前 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

自　令和４年4月 1 日
至　令和５年3月31日

科　　　　　目 本年度予算額 前年度決算額 差　　　　異

支出の部
（単位：円）

収入の部
（単位：円）

令和４年度　甲南大学父母の会収支予算書令和３年度　甲南大学父母の会収支決算書
令
和
4
年
度

　父
母
の
会
役
員・委
員

会
長

湯
浅
　
　
弘
 

〔
法
４
〕

副
会
長

佐
伯
　
孝
平
 

﹇
マ
３
﹈

髙
橋
　
惠
信
 

﹇
営
２
﹈

江
口
　
　
毅
 

﹇
文
１
〕

委
員

松
本
友
美
子
 

〔
文
４
〕

岡
　
　
文
恵
 

〔
経
４
〕

下
瀬
　
裕
美
 

〔
経
４
〕

高
田
利
枝
子
 

〔
経
４
〕

中
田
　
倫
世
 

〔
法
４
〕

安
藤
　
裕
子
 

〔
営
４
〕

濱
野
　
史
枝
 

〔
営
４
〕

村
岡
恵
美
子
 

〔
営
４
〕

廣
瀬
　
義
徳
 

〔
営
４
〕

酒
井
　
瑞
恵
 〔

知
能
４
〕

塚
㟢
　
裕
子
 〔

知
能
４
〕

植
草
　
結
樹
 

〔
マ
４
〕

大
谷
真
紀
子
 

〔
文
３
〕

廣
井
麻
記
子
 

〔
文
３
〕

阿
達
　
信
枝
 

〔
経
３
〕

山
本
　
寛
子
 

〔
経
３
〕

赤
松
　
知
子
 

〔
法
３
〕

石
井
　
智
子
 

〔
法
３
〕

小
川
　
桂
子
 

〔
法
３
〕

三
原
百
合
子
 

〔
法
３
〕

霜
下
　
充
子
 

〔
営
３
〕

中
村
　
　
望
 

〔
マ
３
〕

永
田
　
美
香
 

〔
マ
３
〕

矢
垣
　
靖
子
 

〔
マ
３
〕

大
岡
さ
と
み
 

〔
フ
３
〕

東
　
美
千
代
 

〔
文
２
〕

周
　
　
晴
美
 

〔
文
２
〕

山
根
真
理
子
 

〔
文
２
〕

大
橋
由
紀
恵
 

〔
法
２
〕

杉
原
　
基
恵
 

〔
法
２
〕

中
田
　
恵
子
 

〔
法
２
〕

香
西
　
雅
文
 

〔
営
２
〕

福
村
　
陽
子
 

〔
営
２
〕

八
木
　
由
美
 

〔
営
２
〕

吉
村
　
昭
則
 〔

理
工
２
〕

筒
井
　
利
香
 〔

知
能
２
〕

時
本
み
ど
り
 〔

知
能
２
〕

森
貞
ひ
と
み
 〔

知
能
２
〕

門
脇
　
嘉
宏
 

〔
営
１
〕

城
　
　
年
徳
 

〔
営
１
〕

蔭
山
　
賢
志
 

〔
文
１
〕

西
ノ
原
　
綾
 

〔
フ
１
〕

山
川
　
育
子
 

〔
法
１
〕

徳
重
　
尚
子
 

〔
営
１
〕

島
田
佐
季
子
 

〔
営
１
〕

真
壁
　
美
香
 

〔
営
１
〕

且
田
　
初
代
 

〔
法
１
〕

河
本
　
純
代
 

〔
法
１
〕

平
松
さ
や
か
 

〔
営
１
〕

福
岡
　
美
穂
 

〔
マ
１
〕

山
口
　
幸
子
 

〔
営
１
〕

学
生
部
長
 渡

邉
　
順
司

藤
川
　
圭
子
 

〔
文
４
〕

寺
山
　
由
佳
 

〔
マ
３
〕

松
本
　
孝 

一
 

〔
経
２
〕

井
上
　
弘
子
 

〔
文
１
〕

顧
問

文
学
部
長
 福

島
　
彰
利

理
工
学
部
長
 今

井
　
博
之

経
済
学
部
長
 奥

田
　
　
敬

法
学
部
長
 金

丸
　
義
衡

経
営
学
部
長
 北

居
　
　
明

知
能
情
報
学
部
長

 

灘
本
　
明
代

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
学
部
長

 

杉
本
喜
美
子

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長

 

松
井
　
　
淳

教
務
部
長
 小

出
　
　
武

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

 

髙
室
　
裕
史

図
書
館
長
 木

成
　
勇
介

学
長
補
佐
 高

　
　
龍
秀

学
長
補
佐
 秋

宗
　
秀
俊

学
長
補
佐
 笹

倉
　
香
奈

学
長
補
佐
 石

川
　
路
子

学
　
長
 

中
井
伊
都
子

理
事
長
 

長
坂
　
悦
敬

104,744,493

5,768,295

47,703,000

6,066,000

129,850,045

294,131,833

0

10,555,052

16,000,000

0

62,098,174

88,653,226

0

10,097,600

0

1,164,000

61,839,647

73,101,247

104,744,493

6,225,747

63,703,000

4,902,000

130,108,572

309,683,812

基金および預金等明細書 自　令和３年4月 1 日
至　令和４年3月31日（単位：円）

○運用資金より　10,000,000円繰入
○預金利息　52円

○個人貸付完済3件

〇運用資金より「施設拡充援助引当金」6,000,000円、
　「臨時費用積立金」10,000,000円繰入

奨 学 基 金
（ 普 通 預 金 ）

施 設 拡 充 援 助 引 当 預 金
（ 普 通 預 金 ）

学 費 援 助 貸 付 金

預 金 ・ 現 金

奨 学 金 勘 定
（ 普 通 預 金 ）

合 　 　 　 　 　 計

科　　　　　目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘　　　　要
設備備品関係の援助　令和3年度における主な援助は次の通りです。
①学生部　トレーニングルーム機器　　　②ワンダーフォーゲル部　テント、ガスバーナー 　　③ラグビー部　ラグビーボール　　
④弓道部　カーペット　　   　　　　　　⑤クルージング部　コンパス

令和3年度の主な活動状況

業 務 委 託 費 支 出
補 助 費 支 出
貸 付 金 支 出
課 外 活 動 表 彰 助 成 金
課 外 活 動 傷 害 見 舞 金 支 出
災 害 弔 慰 金 支 出
講 演 会 開 催 費
広 報 費 支 出
旅 費 交 通 費 支 出
会 議 会 合 費 支 出
事 務 費 支 出
図 書 資 料 拡 充 援 助 費 支 出
施 設 関 係 費 支 出
設 備 関 係 費 支 出
支 払 修 繕 費 支 出
業 者 委 託 費 支 出
雑 費 支 出
施設拡充援助引当金への繰入支出
奨 学 金 勘 定 へ の 繰 入 支 出
臨 時 費 用 積 立 金 へ の 繰 入 支 出
そ の 他 学 生 支 援 費
予 備 費

（ 本 年 度 支 出 合 計 ）
次 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

3,000,000
31,810,000
1,000,000
1,000,000
3,000,000

500,000
1,500,000
4,300,000
4,100,000

500,000
1,150,000
2,000,000

640,000
300,000
480,000

1,000,000
100,000

6,000,000
10,000,000
10,000,000
5,000,000

110,482,315
197,862,315

197,862,315

2,921,689
17,514,961
1,000,000

400,000
232,171
140,000

1,179,839
3,569,869
2,437,320

263,438
611,128

2,000,000
624,800

0
118,750
874,660
59,760

6,000,000
10,000,000
10,000,000
1,891,262

0
61,839,647

130,108,572

191,948,219

78,311
14,295,039

0
600,000

2,767,829
360,000
320,161
730,131

1,662,680
236,562
538,872

0
15,200

300,000
361,250
125,340
40,240

0
0
0

3,108,738
110,482,315
136,022,668

▲ 130,108,572

5,914,096

11,385,000
51,816,000

4,932,267

68,133,267
130,108,572
198,241,839

10,430,000
50,496,000

1,172,174

62,098,174
129,850,045
191,948,219

955,000
1,320,000

3,760,093

6,035,093
258,527

6,293,620

3,000,000
36,900,000
1,000,000
1,000,000
3,000,000

500,000
1,500,000
4,300,000

100,000
600,000

1,150,000
2,000,000

640,000
300,000
480,000

1,000,000
300,000

6,000,000
10,000,000
10,000,000
5,000,000

109,471,839
198,241,839

198,241,839

2,921,689
17,514,961
1,000,000

400,000
232,171
140,000

1,179,839
3,569,869
2,437,320

263,438
611,128

2,000,000
624,800

0
118,750
874,660
59,760

6,000,000
10,000,000
10,000,000
1,891,262

0
61,839,647

130,108,572

191,948,219

78,311
19,385,039

0
600,000

2,767,829
360,000
320,161
730,131

▲ 2,337,320
336,562
538,872

0
15,200

300,000
361,250
125,340
240,240

0
0
0

3,108,738
109,471,839
136,402,192

▲ 130,108,572

6,293,620

災害弔慰金
　本会会員である父母および在学生が、風水害などの非常災害に
より住居または家財に大きな損害を受けたときは災害見舞金を、死亡
したときは香料をおくって、弔慰見舞の意を表しています。
会報の発行
　大学の会員との連絡を密にするために、会報誌「学園だより」を発
行しています。会報についてのご意見・ご感想をお聞かせください。
甲南大学生活協同組合に対する補助
　学生の福利厚生に資するために設立された甲南大学生活協同組合
が、健全に維持運営されるために協力しています。

奨学金
　経済的な理由により修学が困難な学生に対して、学費の一部を給付
しています。
講演会開催費　　　　　
　令和3年12月1日（水）平生記念セミナーハウスにて父母の会コン
サート「弦楽四重奏」を開催しました。
　約100名の保護者がご来場くださいました。

図書資料拡充援助費
岡本キャンパス、マネジメント創造学部、フロンティアサイエンス学部の図書資料の拡充のため協力をしています。
その他学生支援
〇語学検定受検料補助　　　〇学生GP支援　　〇学部支援
〇学会発表旅費等支給補助　〇文化表彰会賞金

大学祭費
第57回甲南大学大学祭「摂津祭」開催にかかる費用の一部を補助しました。

会
長

副
会
長

委
員

幹
事

参
与

監
査

顧
問

名
誉
顧
問

154

に
は
学
生
の
み
で
活
動
費
を
賄
う
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、馬

術
部
は
生
き
物
で
あ
る
馬
と
の
活

動
が
必
須
で
あ
り
、今
後
、馬
の
飼

育
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、学
生
部
と
し

て
は
同
部
の
活
動
の
特
殊
事
情
等

を
総
合
的
に
判
断
し
、馬
の
飼
育
に

最
低
限
必
要
な
経
費（
エ
サ
代
、装

蹄
代
、オ
ガ
代
、獣
医
医
薬
品
代
）の

約
４
分
の
１
相
当
分
に
あ
た
る

1
0
0
万
円
を
上
限
に
父
母
の
会

に
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
お
願

い
で
す
。

な
お
、承
認
し
た
際
に
は
、同
部
の

毎
年
の
収
支
を
学
生
部
で
毎
年
４

月
に
点
検
し
、可
能
な
限
り
減
額
申

請
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

同
部
が
再
建
、復
活
で
き
る
よ
う
指

導・支
援
す
る
と
の
こ
と
で
す
。さ
ら

に
、こ
れ
ま
で
父
母
の
会
が
支
援
し

て
き
た
他
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
、同

様
に
対
応
し
、毎
年
の
委
員
会
・
総

会
に
状
況
報
告
し
て
、補
助
の
要
否

と
審
議
の
依
頼
を
い
た
だ
け
る
と
の

こ
と
で
す
。

ち
な
み
に
上
限
1
0
0
万
円
と

い
う
額
は
、こ
れ
ま
で
父
母
の
会
が

支
援
し
て
き
た
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

1
7
0
万
円
、ヨ
ッ
ト
部
1
2
0
万

円
、ボ
ー
ト
部
1
6
0
万
円
な
ど
と

比
較
し
て
も
同
等
、も
し
く
は
そ
れ

以
下
で
す
。

以
上
、湯
浅
会
長
か
ら
馬
術
部
の

経
費
補
助
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

後
、「
甲
南
大
学
父
母
の
会
課
外
活

動
団
体
及
び
任
意
団
体
に
対
す
る

補
助
金
貸
付
金
規
定
」第
４
条
第
３

項
に
則
り
審
議
さ
れ
、異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

出
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、清
水
会

長
の
退
任
挨
拶
と
湯
浅
新
会
長
の

就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
、そ
の
後
は
、

令
和
４
年
度
新
会
長
で
あ
る
湯
浅

氏
を
議
長
と
し
て
、議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

議
長
の
指
名
に
よ
り
、西
藤
事
務

局
担
当
か
ら
令
和
４
年
度
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
科
目
ご
と
の
説
明
が

行
わ
れ
、提
案
ど
お
り
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、学
生
用
図
書
資
料
拡
充

援
助
費
と
し
て
2
0
0
万
円
、そ
の

他
学
生
支
援
費
と
し
て
5
0
0
万

円
を
計
上
。ま
た
、課
外
活
動
の
た

め
の
備
品
購
入
費
8
8
7
万
円
、遠

征
費
3
0
0
万
円
、大
学
祭
等
補

助
費
5
0
0
万
円
、キ
ャ
ン
プ
補
助

費
2
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

大
学
が
主
催
す
る
夏
期
英
語
講
座

の
受
講
料
の
補
助
費
も
1
0
0
万

円
計
上
し
ま
し
た
。

●
体
育
会
馬
術
部
所
有
の
馬
飼
育

に
か
か
る
経
費
の
補
助
に
つ
い
て

そ
の
他
の
議
題
は
、２
点
あ
り
ま

し
た
。１
点
目
は
、学
生
部
か
ら
の

「
体
育
会
馬
術
部
所
有
の
馬
飼
育
に

か
か
る
経
費
の
補
助
の
お
願
い
」に
つ

い
て
で
す
。昭
和
27
年
創
部
の
歴
史

あ
る
馬
術
部
は
、近
年
、活
動
の
運

営
費
を
捻
出
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ

て
い
ま
す
。ク
ラ
ブ
活
動
は
基
本
的

令
和
４
年
度
父
母
の
会
定
例
総

会
が
、５
月
21
日
、５
号
館
１
階

5
1
1
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総
会
に
は
、多
く
の
保
護
者
、保

証
人
が
出
席
。大
学
か
ら
は
、中
井

伊
都
子
学
長
、長
坂
悦
敬
理
事
長

を
は
じ
め
、関
係
者
多
数
の
臨
席
を

得
て
、令
和
３
年
度
事
業
報
告
、同

収
支
決
算
、令
和
４
年
度
委
員
選
出
、

同
収
支
予
算
案
な
ど
、重
要
議
題
に

つい
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
日
は
総
会
に
先
立
ち
、

午
前
９
時
30
分
よ
り
５
号
館
２
階

第
5
2
5
講
義
室
で
、令
和
４
年
度

父
母
の
会
定
例
委
員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

総
会
は
定
刻
の
10
時
30
分
に
渡

邉
順
司
学
生
部
長（
父
母
の
会
幹

事
）の
開
催
の
言
葉
に
よ
り
開
始
。

清
水
弓
彦
会
長
、中
井
伊
都
子
学

長
、長
坂
悦
敬
理
事
長
の
挨
拶
の
あ

と
、清
水
会
長
を
議
長
と
し
て
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
長
の
指
名
に
よ
り
、西
藤
美
奈

子
父
母
の
会
事
務
局
担
当
か
ら
、令

和
３
年
度
行
事
日
程
に
従
い
、事
業

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、西
藤
事
務
局
担
当

か
ら
、令
和
３
年
度
収
支
決
算
書
に

基
づ
き
、科
目
ご
と
に
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、収
支
決
算
な

ら
び
に
関
連
収
支
決
算
は
い
ず
れ
も

適
正
で
あ
る
と
の
監
査
報
告
が
、監

査
の
松
本
考
一
氏
か
ら
あ
り
、異
議

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

西
藤
事
務
局
担
当
か
ら
、令
和
４

年
度
委
員
候
補
者
に
つい
て
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
、慣
例
に
よ
り
委
員
会

案
が
提
示
さ
れ
、全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、令
和
４
年
度
会
長
に

湯
浅
弘
氏
、同
副
会
長
に
佐
伯
孝
平

氏
、髙
橋
惠
信
氏
、江
口
毅
氏
が
選

●
未
回
収
の
学
費
援
助
貸
付
金
に

つ
い
てそ

の
他
の
議
題
の
２
点
目
は
、未

回
収
と
な
っ
て
い
る
学
費
援
助
貸
付

金
に
つ
い
て
で
す
。平
成
３
年
か
ら

平
成
23
年
ま
で（
平
成
３
年
以
前

に
つ
い
て
は
記
録
不
明
）の
20
年
間

に
1
3
6
名
に
貸
し
付
け
た
学
費

援
助
金
4
8
0
0
万
円
の
う
ち
、

5
0
0
万
円
弱
の
滞
留
債
権
が
発

生
し
て
い
る
と
の
報
告
が
湯
浅
会
長

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
返
済
さ
れ
て
い
る
人
が

い
る一方
、連
絡
が
つ
か
ず
回
収
方
法

が
な
い
ケ
ー
ス
、加
え
て
時
効
が
到

来
し
て
い
る
と
の
弁
護
士
の
見
解
も

あ
り
、今
後
、損
金
処
理
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
状
況

と
の
こ
と
。引
き
続
き
、弁
護
士
、甲

南
学
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、事
務
局

等
が
調
査
し
た
う
え
で
、あ
ら
た
め

て
損
金
処
理
の
審
議
が
必
要
と
な

り
得
る
事
案
が
あ
る
と
い
う
現
状

報
告
と
し
て
湯
浅
会
長
よ
り
父
母

の
会
の
皆
様
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
を
も
っ
て
、審
議
事
項
は
す

べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度・新
会
長
に
、湯
浅
弘
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

定
例
総
会
開
催

令
和
３
年
度

事
業
報
告
に
つ
い
て

令
和
３
年
度

収
支
決
算
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

委
員
選
出
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
　

そ
の
他
の
議
題

【父母の会・学生GPとは】
●甲南大学父母の会は、昭和29年の設立以来、課外活動や大学に対しさまざまな支援活動を行っ

てきました。そんな中でもっと広く一般学生へ支援の手を広げ、父母の会活動をさらに充実させる
ため、平成21年度より発足した制度が「父母の会・学生GP」です。地道に研究や勉強を続けてい
る学生の方を応援するものです。

●取り組み内容としては、学生と教職員が協力して行うものであることを前提とし、キャリア支援、
社会・地域貢献、健康・福祉ボランティア、産学連携・企業活動、国際交流、課外活動研究において
学生が主体的に取り組むものです。

●父母の会からの支援として1グループにつき50万円までの補助をしております。

【父母の会・学部支援とは】
●学部およびセンターの教育活動で、広く学生の自主性を高め成長を促す取り組みに父母の会が支援

する制度です。
●父母の会の支援として1件につき40万円までの補助をしております。

2021年度  父母の会・学生GP  採択一覧
取組名称 実施責任者

　「甲南から世界へ」
マイボトルで地球を豊かに

文学部
工藤 壮平

知能情報学部
内山 開介

ラジオ放送を活用した大学と地域の魅力発信
エフエムいたみでのラジオ番組放送

取組指導者
経済学部

教授　寺尾 建
知能情報学部

教授　北村 達也

2021年度  父母の会・学部支援  採択一覧
取組名称 実施責任者

低年次からの理系キャリアデザインの
形成を目指したキャリアイベントの開催

フロンティアサイエンス学部
教授　西方 敬人

取組指導者
フロンティアサイエンス学部

学部長　藤井 敏司



科　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差　　　　異

科　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差　　　　異

自　令和３年4月 1 日
至　令和４年3月31日

業 務 委 託 費 支 出
補 助 費 支 出
貸 付 金 支 出
課 外 活 動 表 彰 助 成 金
課 外 活 動 傷 害 見 舞 金 支 出
災 害 弔 慰 金 支 出
講 演 会 開 催 費
広 報 費 支 出
旅 費 交 通 費 支 出
会 議 会 合 費 支 出
事 務 費 支 出
図 書 資 料 拡 充 援 助 費 支 出
施 設 関 係 費 支 出
設 備 関 係 費 支 出
支 払 修 繕 費 支 出
業 者 委 託 費 支 出
雑 費 支 出
施設拡充援助引当金への繰入支出
奨 学 金 勘 定 へ の 繰 入 支 出
臨 時 費 用 積 立 金 へ の 繰 入 支 出
そ の 他 学 生 支 援 費
予 備 費

（ 本 年 度 支 出 合 計 ）
次 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

10,430,000
51,486,000

6,096,270

68,012,270
129,850,045
197,862,315

10,430,000
50,496,000

1,172,174

62,098,174
129,850,045
191,948,219

0
990,000

4,924,096

5,914,096
0

5,914,096

入 会 金 収 入
会 費 収 入

そ の 他 の 収 入

（ 本 年 度 収 入 合 計 ）
前 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

科　　　　　目 本年度予算額 前年度決算額 差　　　　異
入 会 金 収 入
会 費 収 入

そ の 他 の 収 入

（ 本 年 度 収 入 合 計 ）
前 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

自　令和４年4月 1 日
至　令和５年3月31日

科　　　　　目 本年度予算額 前年度決算額 差　　　　異

支出の部
（単位：円）

収入の部
（単位：円）

令和４年度　甲南大学父母の会収支予算書令和３年度　甲南大学父母の会収支決算書
令
和
4
年
度

　父
母
の
会
役
員・委
員

会
長

湯
浅
　
　
弘
 

〔
法
４
〕

副
会
長

佐
伯
　
孝
平
 

﹇
マ
３
﹈

髙
橋
　
惠
信
 

﹇
営
２
﹈

江
口
　
　
毅
 

﹇
文
１
〕

委
員

松
本
友
美
子
 

〔
文
４
〕

岡
　
　
文
恵
 

〔
経
４
〕

下
瀬
　
裕
美
 

〔
経
４
〕

高
田
利
枝
子
 

〔
経
４
〕

中
田
　
倫
世
 

〔
法
４
〕

安
藤
　
裕
子
 

〔
営
４
〕

濱
野
　
史
枝
 

〔
営
４
〕

村
岡
恵
美
子
 

〔
営
４
〕

廣
瀬
　
義
徳
 

〔
営
４
〕

酒
井
　
瑞
恵
 〔

知
能
４
〕

塚
㟢
　
裕
子
 〔

知
能
４
〕

植
草
　
結
樹
 

〔
マ
４
〕

大
谷
真
紀
子
 

〔
文
３
〕

廣
井
麻
記
子
 

〔
文
３
〕

阿
達
　
信
枝
 

〔
経
３
〕

山
本
　
寛
子
 

〔
経
３
〕

赤
松
　
知
子
 

〔
法
３
〕

石
井
　
智
子
 

〔
法
３
〕

小
川
　
桂
子
 

〔
法
３
〕

三
原
百
合
子
 

〔
法
３
〕

霜
下
　
充
子
 

〔
営
３
〕

中
村
　
　
望
 

〔
マ
３
〕

永
田
　
美
香
 

〔
マ
３
〕

矢
垣
　
靖
子
 

〔
マ
３
〕

大
岡
さ
と
み
 

〔
フ
３
〕

東
　
美
千
代
 

〔
文
２
〕

周
　
　
晴
美
 

〔
文
２
〕

山
根
真
理
子
 

〔
文
２
〕

大
橋
由
紀
恵
 

〔
法
２
〕

杉
原
　
基
恵
 

〔
法
２
〕

中
田
　
恵
子
 

〔
法
２
〕

香
西
　
雅
文
 

〔
営
２
〕

福
村
　
陽
子
 

〔
営
２
〕

八
木
　
由
美
 

〔
営
２
〕

吉
村
　
昭
則
 〔

理
工
２
〕

筒
井
　
利
香
 〔

知
能
２
〕

時
本
み
ど
り
 〔

知
能
２
〕

森
貞
ひ
と
み
 〔

知
能
２
〕

門
脇
　
嘉
宏
 

〔
営
１
〕

城
　
　
年
徳
 

〔
営
１
〕

蔭
山
　
賢
志
 

〔
文
１
〕

西
ノ
原
　
綾
 

〔
フ
１
〕

山
川
　
育
子
 

〔
法
１
〕

徳
重
　
尚
子
 

〔
営
１
〕

島
田
佐
季
子
 

〔
営
１
〕

真
壁
　
美
香
 

〔
営
１
〕

且
田
　
初
代
 

〔
法
１
〕

河
本
　
純
代
 

〔
法
１
〕

平
松
さ
や
か
 

〔
営
１
〕

福
岡
　
美
穂
 

〔
マ
１
〕

山
口
　
幸
子
 

〔
営
１
〕

学
生
部
長
 渡

邉
　
順
司

藤
川
　
圭
子
 

〔
文
４
〕

寺
山
　
由
佳
 

〔
マ
３
〕

松
本
　
孝 

一
 

〔
経
２
〕

井
上
　
弘
子
 

〔
文
１
〕

顧
問

文
学
部
長
 福

島
　
彰
利

理
工
学
部
長
 今

井
　
博
之

経
済
学
部
長
 奥

田
　
　
敬

法
学
部
長
 金

丸
　
義
衡

経
営
学
部
長
 北

居
　
　
明

知
能
情
報
学
部
長

 

灘
本
　
明
代

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
学
部
長

 

杉
本
喜
美
子

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長

 

松
井
　
　
淳

教
務
部
長
 小

出
　
　
武

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

 

髙
室
　
裕
史

図
書
館
長
 木

成
　
勇
介

学
長
補
佐
 高

　
　
龍
秀

学
長
補
佐
 秋

宗
　
秀
俊

学
長
補
佐
 笹

倉
　
香
奈

学
長
補
佐
 石

川
　
路
子

学
　
長
 

中
井
伊
都
子

理
事
長
 

長
坂
　
悦
敬

104,744,493

5,768,295

47,703,000

6,066,000

129,850,045

294,131,833

0

10,555,052

16,000,000

0

62,098,174

88,653,226

0

10,097,600

0

1,164,000

61,839,647

73,101,247

104,744,493

6,225,747

63,703,000

4,902,000

130,108,572

309,683,812

基金および預金等明細書 自　令和３年4月 1 日
至　令和４年3月31日（単位：円）

○運用資金より　10,000,000円繰入
○預金利息　52円

○個人貸付完済3件

〇運用資金より「施設拡充援助引当金」6,000,000円、
　「臨時費用積立金」10,000,000円繰入

奨 学 基 金
（ 普 通 預 金 ）

施 設 拡 充 援 助 引 当 預 金
（ 普 通 預 金 ）

学 費 援 助 貸 付 金

預 金 ・ 現 金

奨 学 金 勘 定
（ 普 通 預 金 ）

合 　 　 　 　 　 計

科　　　　　目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘　　　　要
設備備品関係の援助　令和3年度における主な援助は次の通りです。
①学生部　トレーニングルーム機器　　　②ワンダーフォーゲル部　テント、ガスバーナー 　　③ラグビー部　ラグビーボール　　
④弓道部　カーペット　　   　　　　　　⑤クルージング部　コンパス

令和3年度の主な活動状況

業 務 委 託 費 支 出
補 助 費 支 出
貸 付 金 支 出
課 外 活 動 表 彰 助 成 金
課 外 活 動 傷 害 見 舞 金 支 出
災 害 弔 慰 金 支 出
講 演 会 開 催 費
広 報 費 支 出
旅 費 交 通 費 支 出
会 議 会 合 費 支 出
事 務 費 支 出
図 書 資 料 拡 充 援 助 費 支 出
施 設 関 係 費 支 出
設 備 関 係 費 支 出
支 払 修 繕 費 支 出
業 者 委 託 費 支 出
雑 費 支 出
施設拡充援助引当金への繰入支出
奨 学 金 勘 定 へ の 繰 入 支 出
臨 時 費 用 積 立 金 へ の 繰 入 支 出
そ の 他 学 生 支 援 費
予 備 費

（ 本 年 度 支 出 合 計 ）
次 年 度 繰 越 支 払 資 金

合　　　　　　計

3,000,000
31,810,000
1,000,000
1,000,000
3,000,000

500,000
1,500,000
4,300,000
4,100,000

500,000
1,150,000
2,000,000

640,000
300,000
480,000

1,000,000
100,000

6,000,000
10,000,000
10,000,000
5,000,000

110,482,315
197,862,315

197,862,315

2,921,689
17,514,961
1,000,000

400,000
232,171
140,000

1,179,839
3,569,869
2,437,320

263,438
611,128

2,000,000
624,800

0
118,750
874,660
59,760

6,000,000
10,000,000
10,000,000
1,891,262

0
61,839,647

130,108,572

191,948,219

78,311
14,295,039

0
600,000

2,767,829
360,000
320,161
730,131

1,662,680
236,562
538,872

0
15,200

300,000
361,250
125,340
40,240

0
0
0

3,108,738
110,482,315
136,022,668

▲ 130,108,572

5,914,096

11,385,000
51,816,000

4,932,267

68,133,267
130,108,572
198,241,839

10,430,000
50,496,000

1,172,174

62,098,174
129,850,045
191,948,219

955,000
1,320,000

3,760,093

6,035,093
258,527

6,293,620

3,000,000
36,900,000
1,000,000
1,000,000
3,000,000

500,000
1,500,000
4,300,000

100,000
600,000

1,150,000
2,000,000

640,000
300,000
480,000

1,000,000
300,000

6,000,000
10,000,000
10,000,000
5,000,000

109,471,839
198,241,839

198,241,839

2,921,689
17,514,961
1,000,000

400,000
232,171
140,000

1,179,839
3,569,869
2,437,320

263,438
611,128

2,000,000
624,800

0
118,750
874,660
59,760

6,000,000
10,000,000
10,000,000
1,891,262

0
61,839,647

130,108,572

191,948,219

78,311
19,385,039

0
600,000

2,767,829
360,000
320,161
730,131

▲ 2,337,320
336,562
538,872

0
15,200

300,000
361,250
125,340
240,240

0
0
0

3,108,738
109,471,839
136,402,192

▲ 130,108,572

6,293,620

災害弔慰金
　本会会員である父母および在学生が、風水害などの非常災害に
より住居または家財に大きな損害を受けたときは災害見舞金を、死亡
したときは香料をおくって、弔慰見舞の意を表しています。
会報の発行
　大学の会員との連絡を密にするために、会報誌「学園だより」を発
行しています。会報についてのご意見・ご感想をお聞かせください。
甲南大学生活協同組合に対する補助
　学生の福利厚生に資するために設立された甲南大学生活協同組合
が、健全に維持運営されるために協力しています。

奨学金
　経済的な理由により修学が困難な学生に対して、学費の一部を給付
しています。
講演会開催費　　　　　
　令和3年12月1日（水）平生記念セミナーハウスにて父母の会コン
サート「弦楽四重奏」を開催しました。
　約100名の保護者がご来場くださいました。

図書資料拡充援助費
岡本キャンパス、マネジメント創造学部、フロンティアサイエンス学部の図書資料の拡充のため協力をしています。
その他学生支援
〇語学検定受検料補助　　　〇学生GP支援　　〇学部支援
〇学会発表旅費等支給補助　〇文化表彰会賞金

大学祭費
第57回甲南大学大学祭「摂津祭」開催にかかる費用の一部を補助しました。

会
長

副
会
長

委
員

幹
事

参
与

監
査

顧
問

名
誉
顧
問
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に
は
学
生
の
み
で
活
動
費
を
賄
う
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、馬

術
部
は
生
き
物
で
あ
る
馬
と
の
活

動
が
必
須
で
あ
り
、今
後
、馬
の
飼

育
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、学
生
部
と
し

て
は
同
部
の
活
動
の
特
殊
事
情
等

を
総
合
的
に
判
断
し
、馬
の
飼
育
に

最
低
限
必
要
な
経
費（
エ
サ
代
、装

蹄
代
、オ
ガ
代
、獣
医
医
薬
品
代
）の

約
４
分
の
１
相
当
分
に
あ
た
る

1
0
0
万
円
を
上
限
に
父
母
の
会

に
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
お
願

い
で
す
。

な
お
、承
認
し
た
際
に
は
、同
部
の

毎
年
の
収
支
を
学
生
部
で
毎
年
４

月
に
点
検
し
、可
能
な
限
り
減
額
申

請
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

同
部
が
再
建
、復
活
で
き
る
よ
う
指

導・支
援
す
る
と
の
こ
と
で
す
。さ
ら

に
、こ
れ
ま
で
父
母
の
会
が
支
援
し

て
き
た
他
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
、同

様
に
対
応
し
、毎
年
の
委
員
会
・
総

会
に
状
況
報
告
し
て
、補
助
の
要
否

と
審
議
の
依
頼
を
い
た
だ
け
る
と
の

こ
と
で
す
。

ち
な
み
に
上
限
1
0
0
万
円
と

い
う
額
は
、こ
れ
ま
で
父
母
の
会
が

支
援
し
て
き
た
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

1
7
0
万
円
、ヨ
ッ
ト
部
1
2
0
万

円
、ボ
ー
ト
部
1
6
0
万
円
な
ど
と

比
較
し
て
も
同
等
、も
し
く
は
そ
れ

以
下
で
す
。

以
上
、湯
浅
会
長
か
ら
馬
術
部
の

経
費
補
助
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

後
、「
甲
南
大
学
父
母
の
会
課
外
活

動
団
体
及
び
任
意
団
体
に
対
す
る

補
助
金
貸
付
金
規
定
」第
４
条
第
３

項
に
則
り
審
議
さ
れ
、異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

出
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、清
水
会

長
の
退
任
挨
拶
と
湯
浅
新
会
長
の

就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
、そ
の
後
は
、

令
和
４
年
度
新
会
長
で
あ
る
湯
浅

氏
を
議
長
と
し
て
、議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

議
長
の
指
名
に
よ
り
、西
藤
事
務

局
担
当
か
ら
令
和
４
年
度
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
科
目
ご
と
の
説
明
が

行
わ
れ
、提
案
ど
お
り
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、学
生
用
図
書
資
料
拡
充

援
助
費
と
し
て
2
0
0
万
円
、そ
の

他
学
生
支
援
費
と
し
て
5
0
0
万

円
を
計
上
。ま
た
、課
外
活
動
の
た

め
の
備
品
購
入
費
8
8
7
万
円
、遠

征
費
3
0
0
万
円
、大
学
祭
等
補

助
費
5
0
0
万
円
、キ
ャ
ン
プ
補
助

費
2
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

大
学
が
主
催
す
る
夏
期
英
語
講
座

の
受
講
料
の
補
助
費
も
1
0
0
万

円
計
上
し
ま
し
た
。

●
体
育
会
馬
術
部
所
有
の
馬
飼
育

に
か
か
る
経
費
の
補
助
に
つ
い
て

そ
の
他
の
議
題
は
、２
点
あ
り
ま

し
た
。１
点
目
は
、学
生
部
か
ら
の

「
体
育
会
馬
術
部
所
有
の
馬
飼
育
に

か
か
る
経
費
の
補
助
の
お
願
い
」に
つ

い
て
で
す
。昭
和
27
年
創
部
の
歴
史

あ
る
馬
術
部
は
、近
年
、活
動
の
運

営
費
を
捻
出
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ

て
い
ま
す
。ク
ラ
ブ
活
動
は
基
本
的

令
和
４
年
度
父
母
の
会
定
例
総

会
が
、５
月
21
日
、５
号
館
１
階

5
1
1
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総
会
に
は
、多
く
の
保
護
者
、保

証
人
が
出
席
。大
学
か
ら
は
、中
井

伊
都
子
学
長
、長
坂
悦
敬
理
事
長

を
は
じ
め
、関
係
者
多
数
の
臨
席
を

得
て
、令
和
３
年
度
事
業
報
告
、同

収
支
決
算
、令
和
４
年
度
委
員
選
出
、

同
収
支
予
算
案
な
ど
、重
要
議
題
に

つい
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
日
は
総
会
に
先
立
ち
、

午
前
９
時
30
分
よ
り
５
号
館
２
階

第
5
2
5
講
義
室
で
、令
和
４
年
度

父
母
の
会
定
例
委
員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

総
会
は
定
刻
の
10
時
30
分
に
渡

邉
順
司
学
生
部
長（
父
母
の
会
幹

事
）の
開
催
の
言
葉
に
よ
り
開
始
。

清
水
弓
彦
会
長
、中
井
伊
都
子
学

長
、長
坂
悦
敬
理
事
長
の
挨
拶
の
あ

と
、清
水
会
長
を
議
長
と
し
て
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
長
の
指
名
に
よ
り
、西
藤
美
奈

子
父
母
の
会
事
務
局
担
当
か
ら
、令

和
３
年
度
行
事
日
程
に
従
い
、事
業

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、西
藤
事
務
局
担
当

か
ら
、令
和
３
年
度
収
支
決
算
書
に

基
づ
き
、科
目
ご
と
に
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、収
支
決
算
な

ら
び
に
関
連
収
支
決
算
は
い
ず
れ
も

適
正
で
あ
る
と
の
監
査
報
告
が
、監

査
の
松
本
考
一
氏
か
ら
あ
り
、異
議

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

西
藤
事
務
局
担
当
か
ら
、令
和
４

年
度
委
員
候
補
者
に
つい
て
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
、慣
例
に
よ
り
委
員
会

案
が
提
示
さ
れ
、全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、令
和
４
年
度
会
長
に

湯
浅
弘
氏
、同
副
会
長
に
佐
伯
孝
平

氏
、髙
橋
惠
信
氏
、江
口
毅
氏
が
選

●
未
回
収
の
学
費
援
助
貸
付
金
に

つ
い
てそ

の
他
の
議
題
の
２
点
目
は
、未

回
収
と
な
っ
て
い
る
学
費
援
助
貸
付

金
に
つ
い
て
で
す
。平
成
３
年
か
ら

平
成
23
年
ま
で（
平
成
３
年
以
前

に
つ
い
て
は
記
録
不
明
）の
20
年
間

に
1
3
6
名
に
貸
し
付
け
た
学
費

援
助
金
4
8
0
0
万
円
の
う
ち
、

5
0
0
万
円
弱
の
滞
留
債
権
が
発

生
し
て
い
る
と
の
報
告
が
湯
浅
会
長

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
返
済
さ
れ
て
い
る
人
が

い
る一方
、連
絡
が
つ
か
ず
回
収
方
法

が
な
い
ケ
ー
ス
、加
え
て
時
効
が
到

来
し
て
い
る
と
の
弁
護
士
の
見
解
も

あ
り
、今
後
、損
金
処
理
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
状
況

と
の
こ
と
。引
き
続
き
、弁
護
士
、甲

南
学
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、事
務
局

等
が
調
査
し
た
う
え
で
、あ
ら
た
め

て
損
金
処
理
の
審
議
が
必
要
と
な

り
得
る
事
案
が
あ
る
と
い
う
現
状

報
告
と
し
て
湯
浅
会
長
よ
り
父
母

の
会
の
皆
様
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
を
も
っ
て
、審
議
事
項
は
す

べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度・新
会
長
に
、湯
浅
弘
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

定
例
総
会
開
催

令
和
３
年
度

事
業
報
告
に
つ
い
て

令
和
３
年
度

収
支
決
算
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

委
員
選
出
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
　

そ
の
他
の
議
題

【父母の会・学生GPとは】
●甲南大学父母の会は、昭和29年の設立以来、課外活動や大学に対しさまざまな支援活動を行っ

てきました。そんな中でもっと広く一般学生へ支援の手を広げ、父母の会活動をさらに充実させる
ため、平成21年度より発足した制度が「父母の会・学生GP」です。地道に研究や勉強を続けてい
る学生の方を応援するものです。

●取り組み内容としては、学生と教職員が協力して行うものであることを前提とし、キャリア支援、
社会・地域貢献、健康・福祉ボランティア、産学連携・企業活動、国際交流、課外活動研究において
学生が主体的に取り組むものです。

●父母の会からの支援として1グループにつき50万円までの補助をしております。

【父母の会・学部支援とは】
●学部およびセンターの教育活動で、広く学生の自主性を高め成長を促す取り組みに父母の会が支援

する制度です。
●父母の会の支援として1件につき40万円までの補助をしております。

2021年度  父母の会・学生GP  採択一覧
取組名称 実施責任者

　「甲南から世界へ」
マイボトルで地球を豊かに

文学部
工藤 壮平

知能情報学部
内山 開介

ラジオ放送を活用した大学と地域の魅力発信
エフエムいたみでのラジオ番組放送

取組指導者
経済学部

教授　寺尾 建
知能情報学部

教授　北村 達也

2021年度  父母の会・学部支援  採択一覧
取組名称 実施責任者

低年次からの理系キャリアデザインの
形成を目指したキャリアイベントの開催

フロンティアサイエンス学部
教授　西方 敬人

取組指導者
フロンティアサイエンス学部

学部長　藤井 敏司



コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
明
る
い
出
口
が
見
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
今
年
度
。

本
会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

甲
南
大
学 

父
母
の
会
総
会

令和
４年度

令
和
４
年
度
甲
南
大
学
父
母
の
会

総
会
が
、５
月
21
日
、５
号
館
１
階

5
1
1
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。議
事
に
先
立
ち
ご
挨
拶
い
た

だ
い
た
、清
水
弓
彦
会
長
、中
井
伊

都
子
学
長
、長
坂
悦
敬
理
事
長
、

ま
た
、令
和
４
年
度
新
会
長
に
就

任
し
た
、湯
浅
弘
氏
の
ご
挨
拶
を

紹
介
し
ま
す
。

父
母
の
会
よ
り
２
点
、ご
報
告
し

ま
す
。ま
ず
、今
年
２
月
、金
甲
賞
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。団
体
と

し
て
は
女
子
陸
上
競
技
部
を
、個
人

と
し
て
は
フ
ィ
ギ
ュア
ス
ケ
ー
ト
部
の

三
原
舞
依
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
年
３
月
に
は
卒
業
式
が
、

４
月
に
は
入
学
式
が
３
年
ぶ
り
に

講
堂
で
揃
って
対
面
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
こ
と
も
ご
報
告
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
よ
り
猛
威
を
ふ
るっ

て
い
る
コロ
ナ
で
す
が
、今
年
は
会
長

と
し
て
13
回
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
れ
で
も
例
年
の
半
分
ほ

ど
で
す
。今
年
度
か
ら
は
す
べ
て
の

行
事
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

。人
物
教
育
率
先
を
掲
げ
、2
0

1
9
年
に
1
0
0
周
年
を
迎
え
た

甲
南
学
園
の
も
と
、甲
南
大
学
は
昨

年
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。知
識

を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、人
物

を
磨
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
教
育

の
役
割
で
あ
る
と
の
信
念
で
甲
南

学
園
を
創
設
し
た
平
生
釟
三
郎
先

生
の
思
い
は
不
変
の
主
軸
で
あ
り
、

コロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
対
面
授
業
を

重
視
す
る
方
針
に
も
つ
な
が
って
い

ま
す
。し
か
し
、基
幹
科
目
ほ
ど
履

修
者
が
多
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
情
も
あ
り
、

心
配
の
声
も
伺
って
い
ま
す
。本
学

に
は
指
導
主
任
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
心
配
の
あ
る
場
合
は
ぜ
ひ

学
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、本
学
で
は
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、文
理
融
合
コ
ー
ス

や
、全
学
生
対
象
の
A
I
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
等
、多
彩
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
し
て
い
ま
す
。加

え
て
、社
会
連
携
機
構
を
設
置
し

た
ほ
か
、大
学
院
の
充
実
化
も
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
人

物
教
育
を
実
践
し
、時
代
の
要
請

に
あ
う
学
生
を
育
て
る「
人
物
教

育
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」を
充
実
さ
せ

る
取
り
組
み
で
す
。専
門
教
育
、共

通
教
育
、課
外
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
正
課
外
教
育
か
ら
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
び
、社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
る
、柔
軟
な
人
物
を
育
て
て
い

き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
甲
南
大
学
の

教
育
の
進
化
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

甲
南
大
学
で
は
、平
生
釟
三
郎

先
生
の「
正
志
く
、強
く
、朗
ら
か

に
生
き
よ
う
」と
の
教
え
を
学
生

諸
君
に
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、こ
の
不
確

実
性
の
時
代
に
お
い
て
も
、自
立
し

て
社
会
に
出
て
いっ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
西
８
私
大
で
ず
っ
と
１
位
だ
っ

た
実
就
職
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、コロ

ナ
前
は
約
93
％
で
し
た
が
、昨
年
度

は
86・7
％
に
低
下
。今
年
は
約
91
％

ま
で
回
復
し
、ま
た
関
西
８
私
大
で

１
位
と
な
り
ま
し
た
。学
生
諸
君
の

努
力
、ご
父
母
の
皆
様
の
支
え
、そ
し

て
今
の
時
代
に
あ
う
キ
ャ
リ
ア
指
導

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
大
変
活
躍

を
さ
れ
て
い
ま
す
。甲
南
大
学
の
卒

業
生
で
、社
長
業
を
さ
れ
て
い
る
方

は
約
2
6
0
0
名
。全
国
の
大
学

で
20
位
で
す
。大
阪
商
工
会
議
所

の
会
頭
の
鳥
居
信
吾
様
、東
芝
社

長
の
島
田
太
郎
様
も
甲
南
大
学
の

出
身
で
、10
万
人
の
卒
業
生
の
う
ち

1
0
0
人
に
３
人
が
社
長
に
な
って

い
る
大
学
で
す
。こ
れ
は
ま
さ
に
人

物
教
育
を
徹
底
し
て
き
た
ひ
と
つ

の
証
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。

人
間
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

正
課
外
教
育
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
制
限
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
制
限
解
除
を
し
て
き
て
い

ま
す
。学
生
諸
君
に
は
ぜ
ひ
キ
ャ
ン

パ
ス
に
来
て
、い
ろ
ん
な
人
と
接
し
、

体
感
す
る
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。体
感
す
る
力
は
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
だ
け
で
は
、と
て
も
身

に
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人

と
接
し
、会
話
を
し
て
場
の
力
を
浴

び
る
こ
と
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。そ
れ
こ
そ
が
甲
南
大
学

が
め
ざ
し
て
い
る
、場
の
力
に
よ
る

人
物
教
育
で
す
。甲
南
大
学
は
、場

の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
懸
命
に

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
、甲
南
大
学
父
母
の
会・

会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、湯
浅
で
ご

ざ
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
、副
会
長
の

立
場
と
し
て
、父
母
の
会
の
活
動
に

最
大
限
積
極
的
に
参
加
し
て
参
り

ま
し
た
。活
動
2
年
目
以
降
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡

大
に
よ
って
本
会
の
諸
活
動
に
お
い

て
も
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、各

種
イ
ベン
ト
等
も
縮
小
し
た
形
で
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、私
自
身
も

本
会
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、い
ろ

い
ろ
勉
強
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
し
、ま
た
良
い
面・悪
い
面
で
の

様
々
な
気
付
き
等
も
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
影
響
は
続
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、こ
の
短
い
1
年
の
間
で
会
長

職
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
自
ず
と

限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

従
い
、こ
れ
ま
で
得
た
気
付
き
等

を
踏
ま
え
、自
分
な
り
の
本
来
の
甲

南
大
学
父
母
の
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
目
指
し
、優
先
順
位
を
付
け
て

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
速
や
か
に
改

善
す
る
と
と
も
に
、良
い
面
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
延
ば
し
つつ
、と
き
に
は

厳
し
く
と
き
に
は
寛
大
に
、メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
な
が
ら
本
会
の
活
動
を

よ
り一層
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

以
上
、1
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
は
あ
り
ま
す
が
、会
長
と
し
て
可

能
な
限
り
精一杯
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
す
の
で
、こ
れ
ま
で
以
上
の

皆
様
方
の
厚
い
ご
支
援・ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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父
母
の
会
・
会
長 

清
水
弓
彦

学
長 

　中
井
伊
都
子

新
会
長 

湯
浅

　弘

理
事
長 

　長
坂
悦
敬

日　時
場　所
入　場
定　員

ソプラノ
 （蝶々夫人）（トスカ）

メゾ・ソプラノ
 （カルメン）

トランペット 
（カルメンより花の歌）

ヴァイオリンソロ

守山　俊吾 （シンフォニア・アルシスOSAKA首席指揮者）
（ブルガリア国立ソフィア・フィル常任客演指揮者（2006～2016））

西側　真理子

杉林　貴子

西谷　良彦 

菊本　恭子

シンフォニア・アルシスOSAKA

★軽騎兵序曲　「ペルシャの市場」（ケテルヒー）
★オペラの中のヒロイン　「カルメン」より　前奏曲　「ハバネラ」

「セギディーリャ」  「花の歌」（トランペット）
★プッチーニの世界の中のヒロイン　蝶々夫人「ある晴れた日に」

トスカ 「歌に生き、愛に生き」 
★バレエ音楽　チャイコフスキー三大バレエ「眠れる森の美女」よりワルツ
★ウクライナの名曲　Ｍ.スコリク作曲  「Melody」　ほか

2022年12月8日（木）  14：00開演（13：30開場）
甲南大学 甲友会館大ホール
無料  要予約 （申込方法は下記をご覧下さい）

90名 (感染対策の為、参加人数を制限しております）  

演　奏

指　揮

甲南大学父母の会主催

守山　俊吾（シンフォニア・アルシスOSAKA首席指揮者）
（ブルガリア国立ソフィア・フィル常任客演指揮者（2006～

シンフォニア・アルシスOSAKA演　奏

指　揮

テーマ：「平和を願って」

甲南大学父母の会主催甲南大学父母の会主催

テーマ：「平和を願って」テーマ：「平和を願って」
ジョイフル名曲コンサート

往復はがきの 往部 に①申込者氏名 ②参加人数（はがき1枚につき2名様まで）③お子様の氏名 
④学籍番号 ⑤ご連絡先電話番号 復部  宛名面に返信先（申込者）の住所・氏名をご記入の
上、下記宛にお送り下さい。

〒658-8501　神戸市東灘区岡本8-9-1　甲南大学父母の会事務局
［締　切］　11月19日（土） ※定員になり次第締め切らせて頂きます。
［問合せ］　甲南大学父母の会事務局　TEL　078-435-2610　火、水、木（9：00～17：00）

摂津祭

イベント内容は順次、摂津祭の公式Twitter、公式Instagram、ホームページ等でお知らせいたします。

甲南大学 摂津祭実行委員会
@settsusai_konan

甲南大学 摂津祭実行委員会
@konan.settsusai58

https://www.
settsusai58.com/

【公式Twitter】 【公式Instagram】 【公式ホームページ】

ご来場いただく皆様には甲南大学及び摂津祭実行委員会が定める感染症対策にご協
力いただきます。ご協力いただけない場合は退場をお願いすることがございますので、あら
かじめご了承くださいますようお願いいたします。また、急遽、摂津祭の内容変更及び中止
を行う場合がございます。ご来場の際は、事前に公式Twitter等をご確認ください。

ご来場者へのお願い
●キャンパス内ではマスクを正しく着用してください。
●飲食時等、マスクを外す際の会話はお控えください。
●発熱等の症状がある方、体調がすぐれない方はご入場いただくことができません。
●キャンパス内が混雑している場合、一時的に入場制限を行うことがあります。

新型コロナウイルス感染症対策について

第58回

出演者

開催日：

場　所：

イベント内容：

2022年11月4日（金）～6日（日）
甲南大学  岡本キャンパス

※新型コロナウイルス感染症拡
大状況により中止になる場合
がございます。ご了承下さい。

※プログラムの内容は変更になる場合がございます。

《　　　　》

♫ プログラム ♫

　関西フィルハーモニー管弦楽団により、旧制甲南高校
に学んだ音楽家、貴志康一の「仏陀」が演奏されます。
この度、ご厚意によりチケットを１割引きで販売頂けること
になりました。
　交響曲「仏陀」は貴志康一の代表作。1934年に貴志
自身が指揮するベルリン・フィルハーモニー管弦楽団に
よって初演されました。美しく聴きやすいメロディで名作の
呼び声高い「仏陀」ですが、プロのオーケストラの定期演
奏会で取りあげられることは極めて珍しく、今回は大変
貴重な機会です。ぜひお運び下さい。

「関西フィルハーモニー管弦楽団 第332回定期演奏会」
日 時：2022年10月28日（金） 19時開演
会場：ザ・シンフォニーホール　指揮：藤岡幸夫

割引チケットの購入方法
関西フィルハーモニー管弦楽団に電話してお求め下さい。

「甲南学園 貴志康一記念室の紹介です」とお伝え頂くと、座席や
チケット代の支払い方法についてのご説明があります。（支払い
手数料はご負担下さい）
TEL：０６－６１１５－９９１１

（平日：10～17時・土曜：10～16時・日祝：お休み）
※チケットぴあ等で購入すると割引はございませんのでご注意下さい。

関西フィルハーモニー管弦楽団 第332回定期演奏会



コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
明
る
い
出
口
が
見
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
今
年
度
。

本
会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

甲
南
大
学 

父
母
の
会
総
会

令和
４年度

令
和
４
年
度
甲
南
大
学
父
母
の
会

総
会
が
、５
月
21
日
、５
号
館
１
階

5
1
1
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。議
事
に
先
立
ち
ご
挨
拶
い
た

だ
い
た
、清
水
弓
彦
会
長
、中
井
伊

都
子
学
長
、長
坂
悦
敬
理
事
長
、

ま
た
、令
和
４
年
度
新
会
長
に
就

任
し
た
、湯
浅
弘
氏
の
ご
挨
拶
を

紹
介
し
ま
す
。

父
母
の
会
よ
り
２
点
、ご
報
告
し

ま
す
。ま
ず
、今
年
２
月
、金
甲
賞
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。団
体
と

し
て
は
女
子
陸
上
競
技
部
を
、個
人

と
し
て
は
フ
ィ
ギ
ュア
ス
ケ
ー
ト
部
の

三
原
舞
依
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
年
３
月
に
は
卒
業
式
が
、

４
月
に
は
入
学
式
が
３
年
ぶ
り
に

講
堂
で
揃
って
対
面
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
こ
と
も
ご
報
告
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
よ
り
猛
威
を
ふ
るっ

て
い
る
コロ
ナ
で
す
が
、今
年
は
会
長

と
し
て
13
回
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
れ
で
も
例
年
の
半
分
ほ

ど
で
す
。今
年
度
か
ら
は
す
べ
て
の

行
事
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

。人
物
教
育
率
先
を
掲
げ
、2
0

1
9
年
に
1
0
0
周
年
を
迎
え
た

甲
南
学
園
の
も
と
、甲
南
大
学
は
昨

年
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。知
識

を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、人
物

を
磨
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
教
育

の
役
割
で
あ
る
と
の
信
念
で
甲
南

学
園
を
創
設
し
た
平
生
釟
三
郎
先

生
の
思
い
は
不
変
の
主
軸
で
あ
り
、

コロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
対
面
授
業
を

重
視
す
る
方
針
に
も
つ
な
が
って
い

ま
す
。し
か
し
、基
幹
科
目
ほ
ど
履

修
者
が
多
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
情
も
あ
り
、

心
配
の
声
も
伺
って
い
ま
す
。本
学

に
は
指
導
主
任
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
心
配
の
あ
る
場
合
は
ぜ
ひ

学
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、本
学
で
は
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、文
理
融
合
コ
ー
ス

や
、全
学
生
対
象
の
A
I
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
等
、多
彩
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
し
て
い
ま
す
。加

え
て
、社
会
連
携
機
構
を
設
置
し

た
ほ
か
、大
学
院
の
充
実
化
も
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
人

物
教
育
を
実
践
し
、時
代
の
要
請

に
あ
う
学
生
を
育
て
る「
人
物
教

育
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」を
充
実
さ
せ

る
取
り
組
み
で
す
。専
門
教
育
、共

通
教
育
、課
外
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
正
課
外
教
育
か
ら
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
び
、社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
る
、柔
軟
な
人
物
を
育
て
て
い

き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
甲
南
大
学
の

教
育
の
進
化
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

甲
南
大
学
で
は
、平
生
釟
三
郎

先
生
の「
正
志
く
、強
く
、朗
ら
か

に
生
き
よ
う
」と
の
教
え
を
学
生

諸
君
に
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、こ
の
不
確

実
性
の
時
代
に
お
い
て
も
、自
立
し

て
社
会
に
出
て
いっ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
西
８
私
大
で
ず
っ
と
１
位
だ
っ

た
実
就
職
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、コロ

ナ
前
は
約
93
％
で
し
た
が
、昨
年
度

は
86・7
％
に
低
下
。今
年
は
約
91
％

ま
で
回
復
し
、ま
た
関
西
８
私
大
で

１
位
と
な
り
ま
し
た
。学
生
諸
君
の

努
力
、ご
父
母
の
皆
様
の
支
え
、そ
し

て
今
の
時
代
に
あ
う
キ
ャ
リ
ア
指
導

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
大
変
活
躍

を
さ
れ
て
い
ま
す
。甲
南
大
学
の
卒

業
生
で
、社
長
業
を
さ
れ
て
い
る
方

は
約
2
6
0
0
名
。全
国
の
大
学

で
20
位
で
す
。大
阪
商
工
会
議
所

の
会
頭
の
鳥
居
信
吾
様
、東
芝
社

長
の
島
田
太
郎
様
も
甲
南
大
学
の

出
身
で
、10
万
人
の
卒
業
生
の
う
ち

1
0
0
人
に
３
人
が
社
長
に
な
って

い
る
大
学
で
す
。こ
れ
は
ま
さ
に
人

物
教
育
を
徹
底
し
て
き
た
ひ
と
つ

の
証
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。

人
間
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

正
課
外
教
育
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
制
限
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
制
限
解
除
を
し
て
き
て
い

ま
す
。学
生
諸
君
に
は
ぜ
ひ
キ
ャ
ン

パ
ス
に
来
て
、い
ろ
ん
な
人
と
接
し
、

体
感
す
る
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。体
感
す
る
力
は
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
だ
け
で
は
、と
て
も
身

に
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人

と
接
し
、会
話
を
し
て
場
の
力
を
浴

び
る
こ
と
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。そ
れ
こ
そ
が
甲
南
大
学

が
め
ざ
し
て
い
る
、場
の
力
に
よ
る

人
物
教
育
で
す
。甲
南
大
学
は
、場

の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
懸
命
に

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
、甲
南
大
学
父
母
の
会・

会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、湯
浅
で
ご

ざ
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
、副
会
長
の

立
場
と
し
て
、父
母
の
会
の
活
動
に

最
大
限
積
極
的
に
参
加
し
て
参
り

ま
し
た
。活
動
2
年
目
以
降
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡

大
に
よ
って
本
会
の
諸
活
動
に
お
い

て
も
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、各

種
イ
ベン
ト
等
も
縮
小
し
た
形
で
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、私
自
身
も

本
会
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、い
ろ

い
ろ
勉
強
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
し
、ま
た
良
い
面・悪
い
面
で
の

様
々
な
気
付
き
等
も
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
影
響
は
続
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、こ
の
短
い
1
年
の
間
で
会
長

職
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
自
ず
と

限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

従
い
、こ
れ
ま
で
得
た
気
付
き
等

を
踏
ま
え
、自
分
な
り
の
本
来
の
甲

南
大
学
父
母
の
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
目
指
し
、優
先
順
位
を
付
け
て

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
速
や
か
に
改

善
す
る
と
と
も
に
、良
い
面
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
延
ば
し
つつ
、と
き
に
は

厳
し
く
と
き
に
は
寛
大
に
、メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
な
が
ら
本
会
の
活
動
を

よ
り一層
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

以
上
、1
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
は
あ
り
ま
す
が
、会
長
と
し
て
可

能
な
限
り
精一杯
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
す
の
で
、こ
れ
ま
で
以
上
の

皆
様
方
の
厚
い
ご
支
援・ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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日　時
場　所
入　場
定　員

ソプラノ
 （蝶々夫人）（トスカ）

メゾ・ソプラノ
 （カルメン）

トランペット 
（カルメンより花の歌）

ヴァイオリンソロ

守山　俊吾 （シンフォニア・アルシスOSAKA首席指揮者）
（ブルガリア国立ソフィア・フィル常任客演指揮者（2006～2016））

西側　真理子

杉林　貴子

西谷　良彦 

菊本　恭子

シンフォニア・アルシスOSAKA

★軽騎兵序曲　「ペルシャの市場」（ケテルヒー）
★オペラの中のヒロイン　「カルメン」より　前奏曲　「ハバネラ」

「セギディーリャ」  「花の歌」（トランペット）
★プッチーニの世界の中のヒロイン　蝶々夫人「ある晴れた日に」

トスカ 「歌に生き、愛に生き」 
★バレエ音楽　チャイコフスキー三大バレエ「眠れる森の美女」よりワルツ
★ウクライナの名曲　Ｍ.スコリク作曲  「Melody」　ほか

2022年12月8日（木）  14：00開演（13：30開場）
甲南大学 甲友会館大ホール
無料  要予約 （申込方法は下記をご覧下さい）

90名 (感染対策の為、参加人数を制限しております）  

演　奏

指　揮

甲南大学父母の会主催

テーマ：「平和を願って」
ジョイフル名曲コンサート

往復はがきの 往部 に①申込者氏名 ②参加人数（はがき1枚につき2名様まで）③お子様の氏名 
④学籍番号 ⑤ご連絡先電話番号 復部  宛名面に返信先（申込者）の住所・氏名をご記入の
上、下記宛にお送り下さい。

〒658-8501　神戸市東灘区岡本8-9-1　甲南大学父母の会事務局
［締　切］　11月19日（土） ※定員になり次第締め切らせて頂きます。
［問合せ］　甲南大学父母の会事務局　TEL　078-435-2610　火、水、木（9：00～17：00）

摂津祭

イベント内容は順次、摂津祭の公式Twitter、公式Instagram、ホームページ等でお知らせいたします。

甲南大学 摂津祭実行委員会
@settsusai_konan

甲南大学 摂津祭実行委員会
@konan.settsusai58

https://www.
settsusai58.com/

【公式Twitter】 【公式Instagram】 【公式ホームページ】

ご来場いただく皆様には甲南大学及び摂津祭実行委員会が定める感染症対策にご協
力いただきます。ご協力いただけない場合は退場をお願いすることがございますので、あら
かじめご了承くださいますようお願いいたします。また、急遽、摂津祭の内容変更及び中止
を行う場合がございます。ご来場の際は、事前に公式Twitter等をご確認ください。

ご来場者へのお願い
●キャンパス内ではマスクを正しく着用してください。
●飲食時等、マスクを外す際の会話はお控えください。
●発熱等の症状がある方、体調がすぐれない方はご入場いただくことができません。
●キャンパス内が混雑している場合、一時的に入場制限を行うことがあります。

新型コロナウイルス感染症対策について

第58回

出演者

開催日：

場　所：

イベント内容：

2022年11月4日（金）～6日（日）
甲南大学  岡本キャンパス

※新型コロナウイルス感染症拡
大状況により中止になる場合
がございます。ご了承下さい。

※プログラムの内容は変更になる場合がございます。

《　　　　》

♫ プログラム ♫

　関西フィルハーモニー管弦楽団により、旧制甲南高校
に学んだ音楽家、貴志康一の「仏陀」が演奏されます。
この度、ご厚意によりチケットを１割引きで販売頂けること
になりました。
　交響曲「仏陀」は貴志康一の代表作。1934年に貴志
自身が指揮するベルリン・フィルハーモニー管弦楽団に
よって初演されました。美しく聴きやすいメロディで名作の
呼び声高い「仏陀」ですが、プロのオーケストラの定期演
奏会で取りあげられることは極めて珍しく、今回は大変
貴重な機会です。ぜひお運び下さい。

「関西フィルハーモニー管弦楽団 第332回定期演奏会」
日 時：2022年10月28日（金） 19時開演
会場：ザ・シンフォニーホール　指揮：藤岡幸夫

割引チケットの購入方法
関西フィルハーモニー管弦楽団に電話してお求め下さい。

「甲南学園 貴志康一記念室の紹介です」とお伝え頂くと、座席や
チケット代の支払い方法についてのご説明があります。（支払い
手数料はご負担下さい）
TEL：０６－６１１５－９９１１

（平日：10～17時・土曜：10～16時・日祝：お休み）
※チケットぴあ等で購入すると割引はございませんのでご注意下さい。

関西フィルハーモニー管弦楽団 第332回定期演奏会


